
 

情報提供日 令和７年９月１９日 

問い合わせ先 

大田市 教育部 石見銀山課（担当：山手貴生） 

TEL：0854-89-0899 
FAX：0854-89-0089 

  

企画展「石は語る ―石見銀山 500 年の歴史―」の開催 
 

１．行 事 名 企画展「石は語る ―石見銀山 500 年の歴史―」 

２．目   的 
 島根県・大田市では継続的に実施してきた石造物調査の成果

の一端を紹介する。 

３．開催（実施）期間 
令和７年１０月１日（水）～１２月２２日（月） 
（会期中の休館日：１０月２８日（火）、１１月２５日（火）） 

４．開催（実施）時間 
11 月 30 日（土日）まで：9:00～17:30（最終受付 17:00） 

12 月 1 日（日月）から ：9:00～17:00（最終受付 16:30） 

５．開催（実施）場所 
石見銀山世界遺産センター（大田市大森町イ１５９７－３） 
第３展示室 

６．主   催 島根県教育委員会・大田市教育委員会 

７．後   援  

８．参加・入場者数 
制限なし（常設展示の観覧料でご覧いただけます。大人４００

円、子ども２００円） 

９．行事の内容 （全体の概要、特徴的なものなど） 

石見銀山では、銀山発見以来 500 年間にわたって 15,000 基を超える多くの石造物が

造られた。墓石や寺社に寄進された石造物は、人々の信仰や祭祀に密接に関わるもの

で、石見銀山の盛衰を物語る貴重な文化財である。これまでに実施した調査では、石

見銀山史を語るうえで重要な発見を含む成果もあがっており、その一端を企画展で紹

介する。 
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「弘治三年銘」（1557）写真 
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「卽」（17 世紀前半） 

③豊栄
とよさか

神社鳥居断片 「皇 紀元二千五百二十七年」（1867） 

※①は石見銀山内の石造物で最古の紀年銘 1557 年を記す、②は 17 世紀前半の全国的

にも稀少な篆刻体文字、③は金石文として確認できる日本最古の「皇紀元」紀年銘

2527 年を記す 

10．特記事項 
 

 

11．その他 添付資料１枚：チラシ 

 

資料提供 
※修正あり 
４．開催（実施）時間 
広報取材依頼 




